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63
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工
事
請
負
費

％
減
、
63
億
円2.9

倍
歯
舞
地
区
、27
年
度
着
工
へ

根

室

振

興

局

農
道
集
落
道
高
度
化

改
良
舗
装
を
計
画

釧
根
の
４
月
倒
産

２
年
ぶ
り
ゼ
ロ

東
京
商
工
釧
路

無
事
故
無
災
害
へ

人
が
決
意
固
め
る

坂
野
建
設
が

安

全

大

会

交
通
事
故
防
止
の

知
識
を
深
め
る

プ
ラ
テ
ッ
ク
も

新
理
事
長
に
蓑
島
氏

帯
広
塗
装
工
業
協
組
が
総
会

伊
藤
支
部
長
が
続
投

道
産
業
資
源
循
環

協
会
オ
ホ
ー
ツ
ク

総
会
で
役
員
改
選

再生骨材推進に重点
網走管内コンクリ
リサイクル協議会北見で総会

町
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
協
力

音
更
建
協

道
道

㎞
で
ご
み
拾
い

釧
路
町
内
の
水
門

周
辺
を
環
境
美
化

東
工
業

昆
布
森
小
中
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
整
地

田
中
組
と
千
倉
工
業

帯
広
神
社
な
ど

境

内

清

め

る

宮
坂
建
設
工
業

336
号
広
尾
町
で

花
壇
整
備
に
汗

ホ

リ

タ

献
血
車
を
招
き

採

血

に

協

力

遠
軽
電
機

更
別
村
４
カ
所
で

運
動
場
を
転
圧

山

内

組

地区で道道一斉清掃
帯広建協と十勝建友会

道
東
を
支
え
る
建
設
業

道
東
を
支
え
る
建
設
業

釧
路
市
の
２
校

校
庭
を
不
陸
整
正

タ
カ
オ
工
業
、東
道
路

用
途
地
域
変
更
を
承
認

美
幌
町
都
計
審

準
防
火
は
半
減
に

温
泉
街
の
廃
屋
撤
去
に
４

２
４
９
７
万
４
０
０
０
円

措
置
し
、
旧
ま
つ
も
と
荘

ど
４
棟
を
解
体
す
る
。

根
室
市
は
、
厚
床
１
丁
目

１
８
に
あ
る
厚
床
小
中
の

学
校
校
舎
（
Ｓ
造
、
平
屋
、

べ
１
２
５
８
平
方
㍍
）
建

替
え
に
２
億
３
８
１
１
万

０
０
０
円
を
投
入
。
Ｒ
Ｃ

、
２
階
、
延
べ
９
９
２
平

方
㍍
の
規
模
で
改
築
し
、
小

学
校
校
舎
と
接
続
す
る
。
今

夏
の
着
工
、

年
度
の
完
成

を
予
定
。
総
合
文
化
会
館
で

は
大
小
ホ
ー
ル
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

や
舞
台
吊
物
機
構
改
修
な
ど

に
２
億
３
０
８
１
万
８
０
０

０
円
を
充
て
る
。

標
茶
町
は
常
盤
９
丁
目
１

に
、
み
ど
り
認
定
こ
ど
も
園

を
移
転
新
築
す
る
。
Ｒ
Ｃ
造
、

平
屋
、
延
べ
８
０
１
平
方
㍍

の
規
模
。
２
カ
年
で
施
工
す

る
。

年
度
当
初
予
算
に
７

億
５
９
５
７
万
９
０
０
０
円

を
措
置
し
、

年
度
の
継
続

費
と
し
て

億
６
８
４
０
万

８
０
０
０
円
を
設
定
し
た
。

日
に
主
体
、
強
電
、
弱
電
、

機
械
に
分
け
て
入
札
し
、

年

月
の
供
用
開
始
を
目
指

す
。計

上
額
が
最
も
多
い
の

は
、
釧
路
市
で
２
２
６
億
１

５
８
万
８
０
０
０
円
。
大
楽

毛
、
音
別
両
地
区
に
新
築
す

る
津
波
避
難
タ
ワ
ー
に
計
７

億
５
０
５
１
万
３
０
０
０
円

を
措
置
。
西
消
防
署
大
楽
毛

支
署
・
第

分
団
新
築
に
３

億
１
５
０
７
万
７
０
０
０
円

を
盛
り
込
み
、

日
に
主
体
、

電
気
、
機
械
で
入
札
す
る
。

【
帯
広
】
帯
広
塗
装
工
業

協
同
組
合
は

日
、
ホ
テ
ル

日
航
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
帯
広
で

２
０
２
５
年
度
通
常
総
会
を

開
い
た
。
組
合
員

人
が
出

席
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
、
新
理
事
長
に
蓑
島

住
雄
副
理
事
長
を
選
出
し

た
。簑

島
新
理
事
長
は
「
前
理

事
長
か
ら
は
、
素
晴
ら
し
い

体
制
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教

わ
っ
た
」
と
感
謝
。
川
原
田

義
和
前
理
事
長
は
「
担
い
手

不
足
や
材
料
高
騰
な
ど
難
し

い
時
代
だ
が
、
助
け
合
っ
て

良
い
組
合
を
つ
く
っ
て
」
と

激
励
し
た
。

年
度
事
業
計
画
に
若
年

技
能
者
育
成
や
帯
広
動
物
園

で
の
塗
装
奉
仕
継
続
を
盛
り

込
ん
だ
。
重
点
事
項
と
し
て

若
者
へ
の
魅
力
発
信
に
取
り

組
む
。
こ
の
ほ
か
、

万
円

以
上
の
塗
り
替
え
工
事
の
依

頼
者
に
抽
選
で
ギ
フ
ト
を
贈

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
続
け
る

こ
と
を
決
め
た
。

役
員
は
次
の
各
氏
。

▽
理
事
長＝

蓑
島
住
雄

（
み
の
し
ま
塗
装
）
新
任
▽

副
理
事
長＝

長
屋
正
宏
（
大

成
塗
装
工
業
）
新
任
、
五
十

嵐
真
佐
紀
（
五
十
嵐
塗
装
工

業
）
新
任
▽
専
務
理
事＝

泉

和
知
（
事
務
局
）

▽
理
事＝

池
田
欣
央
（
池

田
塗
装
工
事
）
、
松
本
修
二

（
松
本
塗
装
工
業
所
）
、
杉
山

裕
一
（
ス
ギ
ソ
ウ
）
、
佐
藤
有

侯
（
佐
藤
塗
装
工
業
）
新
任
、

田
村
亘
（
タ
ム
ラ
塗
装
工
業
）

新
任

意
気
込
み
を
話
す
蓑
島
新
理

事
長

【
帯
広
】
帯
広
建
設
業
協

会
と
十
勝
建
友
会
は

日
、

十
勝
管
内
５
地
区
を
一
斉
に

清
掃
す
る
道
道
ク
リ
ー
ン
作

戦
を
展
開
し
た
。
１
０
０
社

か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
。

道
路
沿
い
の
ご
み
を
拾
い
環

境
美
化
に
貢
献
し
た
。

回
目
の
こ
と
し
は
池

田
、
足
寄
、
浦
幌
、
鹿
追
、

大
樹
の
地
区
ご
と
に
分
か
れ

て
実
施
し
た
。

池
田
町
内
で
は
十
勝
建
友

会
の
向
井
真
一
会
長
が
「
き

ょ
う
は
風
が
強
く
、

度
ま

で
気
温
が
上
が
る
。
事
故
が

な
い
よ
う
に
作
業
を
進
め

て
」
と
呼
び
掛
け
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
交
通

事
故
対
策
や
ご
み
の
回
収
方

法
を
確
認
し
、
帯
広
浦
幌
線

㌔
区
間
に
落
ち
て
い
た
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
拾
い
集

め
た
。

ごみを拾い集めた

【
帯
広
】
音
更
建
設
業
協

会
は

日
、
町
内
行
事
の
春

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
協
力
し

た
。
会
員

社
か
ら

人
が

参
加
。
道
道
帯
広
浦
幌
線
の

約
４
㌔
区
間
で
ご
み
拾
い
を

し
た
。

町
は
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
の
日
を
定
め
、
春
と
秋
に

町
内
会
や
企
業
・
団
体
に
よ

る
清
掃
を
実
施
。
音
更
建
協

も
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
毎

年
協
力
し
て
い
る
。

清
掃
前
に

橋
勇
雄
会
長

は
「
悪
天
候
な
の
で
足
元
に

気
を
付
け
な
が
ら
、
き
れ
い

な
町
で
い
ら

れ
る
よ
う
頑

張
ろ
う
」
と

呼

び

掛

け

た
。２

班
に
分

か
れ
て
作
業

開
始
。
４
㌧

ト
ラ
ッ
ク
２

台

を

用

意

し
、
宝
来
ト

ン
ネ
ル
と
旭

橋
の
区
間
の

ご
み
回
収
し

た
。

２
班
に
分
か
れ
て
作
業
し
た

【
帯
広
】
宮
坂
建
設
工
業

（
本
社
・
帯
広
）
は

日
、

帯
広
神
社
と
十
勝
護
国
神
社

を
清
掃
し
た＝

写
真
。
グ
ル

ー
プ
会
社
な
ど
含
め
役
職
員

約
４
０
０
人
が
参
加
し
た
。

１
９
９
５
年
か
ら
続
け
て

い
る
地
域
貢
献
活
動
で
、
こ

と
し
で

回
目
。
石
畳
や
手

水
舎
の
汚
れ
を
落
と
し
、
拾

い
集
め
た
倒
木
や
落
ち
葉
な

ど
は
２
・
５
㌧
に
上
っ
た
。

清
掃
後
、
本
殿
で
２
０
２

５
年
度
工
事
の
安
全
を
願
っ

た
。【

帯
広
】
ホ
リ
タ
（
本
社

・
広
尾
）
は

日
、
広
尾
町

並
木
通
西
３
丁
目
の
国
道
３

３
６
号
沿
い
植
樹
帯
で
花
壇

整
備
に
取
り
組
ん
だ＝

写

真
。シ

ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ

活
動
の
一
環
で
実
施
。

年

目
の
こ
と
し
は
社
員

人
が

参
加
し
、
帯
広
開
建
が
提
供

し
た
黄
色
と
オ
レ
ン
ジ
の
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
２
４
０
株
を

植
え
た
。

堀
田
真
社
長
は
「
地
域
の

た
め
に
、
で
き
る
限
り
続
け

た
い
」
と
話
し
た
。

【
帯
広
】
山
内
組
（
本
社

・
更
別
）
は
こ
の
ほ
ど
、
更

別
村
内
の
学
校
な
ど
４
カ
所

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
励
ん

だ＝

写
真
。

２
０
０
９
年
か
ら
運
動
会

シ
ー
ズ
ン
前
に
実
施
し
て
い

る
地
域
貢
献
活
動
。
こ
と
し

は
４
月

日
か
ら
５
月
７
日

に
か
け
て
作
業
し
た
。

更
別
運
動
広
場
、
更
別
小
、

更
別
中
央
中
、
更
別
農
高
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
タ
イ
ヤ
ロ
ー

ラ
ー
で
転
圧
し
た
。

【
北
見
】
遠
軽
電
機
（
本

社
・
遠
軽
）
は

日
、
日
本

赤
十
字
社
の
移
動
式
献
血
車

両
を
同
社
敷
地
内
に
迎
え
て

採
血
に
協
力
し
た＝

写
真
。

２
０
１
０
年
か
ら
続
け
て

い
る
活
動
。
グ
ル
ー
プ
企
業

や
協
力
会
社
を
含
む

人
が

４
０
０
㍉
㍑
の
献
血
に
応
じ

た
。金

谷
正
之
専
務
は
「
可
能

な
限
り
活
動
を
続
け
た
い
。

輸
血
が
必
要
な
人
の
た
め
に

な
れ
ば
」
と
話
し
た
。

【
釧
路
】
東
工
業
（
本
社

・
釧
路
市
）
は
８
日
、
釧
路

町
内
の
岩
保
木
水
門
付
近
で

清
掃
奉
仕
を
し
た＝

写
真
。

社
員
約

人
が
参
加
。
空

き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ブ

ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
な
ど
を
回

収
し
、
環
境
美
化
に
貢
献
し

た
。天

方
智
順
社
長
は
「
ご
み

の
量
は
減
少
し
て
い
る
が
、

環
境
改
善
の
た
め
活
動
を
継

続
す
る
。
マ
ナ
ー
の
順
守
意

識
を
徹
底
さ
せ
た
い
」
と
話

し
た
。

【
釧
路
】
田
中
組
（
本
社

・
札
幌
）
道
東
支
店
と
千
倉

工
業
（
同
・
釧
路
町
）
は

日
、
釧
路
町
立
昆
布
森
小
と

昆
布
森
中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

整
備
し
た＝

写
真
。

２
０
１
４
年
か
ら
続
け
て

い
る
地
域
貢
献
活
動
。
こ
と

し
は
田
中
組
か
ら
１
人
、
千

倉
工
業
か
ら
４
人
が
参
加
。

冬
季
に
荒
れ
た
表
面
を
グ
レ

ー
ダ
ー
や
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル

を
用
い
て
整
地
し
た
。

田
中
組
の
今
野
肇
支
店
長

は
「
整
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

子
ど
も
た
ち
に
元
気
に
活
動

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

【
釧
路
】
タ
カ
オ
工
業
（
本

社
・
釧
路
市
）
と
東
道
路

（
同
）
は

日
、
釧
路
市
立

北
中
と
青
葉
小
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
整
備
し
た＝

写
真
。
地

域
貢
献
活
動
と
し
て
北
中
で

回
目
、
青
葉
小
で

回
目

と
な
る
。

作
業
を
指
揮
し
た
タ
カ
オ

工
業
の
林
郁
彦
常
務
を
含
め

６
人
が
参
加
。
タ
イ
ヤ
シ
ョ

ベ
ル
な
ど
で
不
陸
整
正
し
な

が
ら
タ
イ
ヤ
ロ
ー
ラ
ー
で
締

め
固
め
、
敷
地
内
通
路
な
ど

の
凹
凸
も
解
消
し
た
。

【
釧
路
】
根
室
振
興
局
農

振
興
課
は
、
根
室
市
内
の

道
・
集
落
道
整
備
高
度
化

歯
舞
地
区
の
２
０
２
７
年

着
工
を
目
指
し
て
い
る
。

道
改
良
舗
装
が
中
心
で
、

年
度
は
測
量
設
計
を
す
る
。

根
室
半
島
の
歯
舞
と
豊
里

の
両
地
区
を
結
ぶ
路
線
５
０

２
２
㍍
が
対
象
で
、
造
成
幅

員
が
６
・
５
㍍
、
車
道
幅
員

が
５
㍍
。
農
家
が
通
作
や
集

乳
、
生
活
道
路
と
し
て
利
用

し
て
い
る
。

大
雨
や
融
雪
に
よ
る
ぬ
か

る
み
で
通
行
に
支
障
を
来
し

て
い
る
ほ
か
、
経
営
規
模
拡

大
に
伴
い
大
型
車
種
の
導
入

が
必
要
な
た
め
改
良
舗
装
を

施
す
。

現
在
の
交
通
量
を
踏
ま

え
、
幅
員
は
造
成
６
㍍
、
車

道
４
㍍
と
し
、
両
側
に
張
り

芝
側
溝
を
設
置
。
舗
装
・
路

盤
は
表
層
３
㌢
、
上
層
路
盤

５
㌢
、
下
層
路
盤

㌢
、
凍

上
抑
制
層

㌢
と
す
る
。
サ

ン
コ
タ
ン
川
、
左
サ
ン
コ
タ

ン
川
を
含
む
６
カ
所
で
横
断

工
整
備
も
見
込
む
。

総
事
業
費
は

億
円
。

年
度
は
１
億
４
８
０
０
万
円

を
投
じ
、
測
量
設
計
を
推
進
。

急
カ
ー
ブ
や
傾
斜
を
緩
和
す

る
た
め
用
地
買
収
も
実
施

し
、

年
度
の
着
工
、

年

度
の
完
了
を
目
指
す
。

【
釧
路
】
プ
ラ
テ
ッ
ク
（
本

社
・
釧
路
市
）
は

日
、
釧
路

市
交
流
プ
ラ
ザ
さ
い
わ
い
で

２
０
２
５
年
度
安
全
大
会
を

開
い
た
。
協
力
会
社
を
含
む

人
が
参
加
。
交
通
事
故
防

止
に
関
す
る
知
識
を
深
め
た
。

阿
部
操
社
長
は
「
一
人
一

人
が
安
全
行
動
を
徹
底
し
、

無
事
故
無
災
害
の
職
場
づ
く

り
を
実
現
し
よ
う
」
と
呼
び

掛
け
た＝

写
真
。

続
い
て
東
京
海
上
日
動
火

災
保
険
釧
路
支
社
の

松
優

主
任
が
交
通
安
全
に
つ
い
て

講
演
。
事
故
の
初
期
対
応
と

し
て
相
手
の
氏
名
・
連
絡
先

や
双
方
の
損
傷
箇
所
な
ど
を

把
握
す
る
よ
う
求
め
つ
つ
、

「
た
と
え
自
分
が
不
利
な
状

況
で
も
、
そ
の
場
で
お
金
や

責
任
割
合
の
話
は
絶
対
に
し

な
い
こ
と
」
と
助
言
し
た
。

居
眠
り
運
転
防
止
に
関
し

て
は
、
カ
フ
ェ
イ
ン
摂
取
と

―

分
程
度
の
仮
眠
が
効

果
的
で
、
そ
れ
以
上
の
仮
眠

【
釧
路
】
坂
野
建
設
（
本

社
・
釧
路
市
）
と
協
力
企
業

で
構
成
す
る
安
全
衛
生
親
和

会
は

日
、
釧
路
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で

安
全
大
会
を
開
い
た
。

人

が
参
加
し
、
無
事
故
無
災
害

へ
決
意
を
固
め
た＝

写
真
。

坂
野
建
設
の
坂
野
賀
孝
社

【
釧
路
】
東
京
商
工
リ
サ

ー
チ
釧
路
支
店
は
２
０
２
５

年
４
月
の
釧
根
地
区
企
業
倒

産
状
況
（
負
債
額
１
０
０
０

万
円
以
上
）
を
ま
と
め
た
。

倒
産
は
ゼ
ロ
で

年
４
月
以

来
２
年
ぶ
り
。
前
年
同
月
に

比
べ
件
数
が
２
件
、
金
額
が

【
北
見
】
北
海
道
産
業
資

源
循
環
協
会
オ
ホ
ー
ツ
ク
支

部
は

日
、
北
見
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
で
通
常
総
会
を
開
い

た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
、
伊
藤
嘉
高
支
部
長

の
続
投
を
決
め
た
。

あ
い
さ
つ
で
伊
藤
支
部
長

は
「
人
手
不
足
や
建
設
コ
ス

ト
の
上
昇
な
ど
厳
し
い
時
代

だ
が
、
団
結
し
て
乗
り
越
え

よ
う
」
と
協
力
を
求
め
た
。

議
事
で
、
２
０
２
４
年
度

事
業
・
収
支
報
告
を
承
認
。

年
度
事
業
計
画
に
は
、
災

害
廃
棄
物
対
応
へ
の
協
力
体

制
構
築
や
地
域
別
研
修
会
の

開
催
、
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

役
員
改
選
で
は
伊
藤
支
部

長
を
は
じ
め
、
中
井
真
太
郎
、

土
田
政
始
、
町
田
信
の
３
副

支
部
長
を
留
任
し
た
。

協
力
を
求
め
る
伊
藤
支
部
長

【
網
走
】
美
幌
町
都
市
計

画
審
議
会
は

日
、
２
０
２

５
年
度
第
１
回
会
合
を
役
場

庁
舎
で
開
き
、
用
途
地
域
と

準
防
火
地
域
に
関
す
る
都
市

計
画
変
更
案
を
本
審
査
し
承

認
し
た
。
町
は
今
後
、
道
と

の
協
議
を
経
て
、
６
月
中
旬

に
も
都
市
計
画
決
定
を
告
示

す
る
意
向
だ
。

変
更
案
を
３
月
に
と
り
ま

と
め
、
４
月
に
縦
覧
し
た
が

町
民
か
ら
意
見
書
の
提
出
は

な
か
っ
た
。

用
途
地
域
は
青
山
北
地
区

内
の
第
二
種
中
高
層
住
居
専

用
地
域
と
第
一
種
住
居
地
域

の
計
１
・
６
㌶
、
稲
美
地
区

の
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地

域
２
㌶
を
そ
れ
ぞ
れ
第
二
種

住
居
地
域
に
変
更
す
る
。
国

道
２
４
３
号
沿
い
で
生
活
利

便
施
設
を
中
心
と
し
た
土
地

利
用
が
期
待
で
き
る
。

準
防
火
地
域
は
現
状
の

・
２
㌶
か
ら

・
３
㌶
に
縮
小

す
る
。
現
在
の
指
定
範
囲
は

Ｊ
Ｒ
美
幌
駅
か
ら
美
幌
南
郵

便
局
付
近
ま
で
の
国
道
２
４

０
号
な
ど
主
要
道
路
沿
い
だ

が
、
住
宅
の
新
築
や
改
築
が

進
み
に
く
い
。
延
焼
の
可
能

性
を
数
値
化
す
る
セ
ミ
グ
ロ

ス
Ｃ
Ｖ
Ｆ
の
調
査
で
は
大
部

分
が
基
準
値
の
０
・

を
下

回
っ
た
こ
と
か
ら
、
指
定
を

解
除
し
て
居
住
誘
導
を
図
る
。

【
北
見
】
網
走
管
内
コ
ン

ク
リ
ー
ト
リ
サ
イ
ク
ル
協
議

会
は

日
、
北
見
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
で
定
期
総
会
を
開
い

た
。
再
生
骨
材
の
利
用
推
進

や
安
全
管
理
に
重
点
を
置
く

な
ど
２
０
２
５
年
度
事
業
計

画
を
決
め
た
。

伊
藤
嘉
高
会
長
は
「
情
報

収
集
に
努
め
な
が
ら
再
生
骨

材
の
利
用
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

議
事
で

年
度
事
業
と
決

算
報
告
を
承
認
。

年
度
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
再
生
利
用

実
績
集
計
表
の
関
係
官
庁
へ

の
報
告
や
各
種
情
報
提
供
、

会
員
の
要
望
に
応
じ
た
事
業

な
ど
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
新
た
に
沢
口
産
業

（
本
社
・
湧
別
）
が
加
入
し
、

会
員
数
は

社
と
な
っ
た
。

年
度
事
業
計
画
を
決
め
た

南
13
号
橋
修
繕

月
指
名

小
清
水
町

塗
装
、護
岸
で
長
寿
命
化

【
網
走
】
小
清
水
町
は
町

道
南

号
基
幹
道
路
の
南

号
橋
長
寿
命
化
修
繕
を
６
月

に
指
名
し
、
入
札
す
る
予
定

だ
。
上
部
の
塗
り
替
え
や
護

岸
補
修
な
ど
を
計
画
し
、
工

事
費
４
９
０
０
万
円
を
見
込

む
。止

別
川
に
架
か
る
南

号

橋
は
１
９
７
８
年
に
完
成
し

た
。
単
径
間
の
鋼
橋
で
、
橋

長
が

・
５
㍍
、
幅
員
が
５

・
５
㍍
。
下
部
は
杭
基
礎
の

逆
Ｔ
式
橋
台
２
基
で
構
成
す

る
。２

０
２
１
年
度
の
点
検

で
、
主
桁
と
床
版
の
劣
化
に

よ
る
機
能
低
下
を
確
認
し
、

健
全
度
Ⅲ
（
早
期
措
置
段
階
）

と
判
定
。
修
繕
設
計
は
サ
ン
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８
億
５
３
０
０
万
円
そ
れ
ぞ

れ
減
少
し
た
。

１
月
か
ら
の
累
計
は
４

件
、
２
億
４
３
０
０
万
円
。

前
年
同
期
と
比
べ
件
数
は
２

件
、
金
額
は

億
３
１
０
０

万
円
ど
ち
ら
も
減
少
し
た
。

同
支
店
は
、
引
き
続
き
物

価
高
に
伴
う
個
人
消
費
の
落

ち
込
み
や
人
件
費
上
昇
に
よ

り
企
業
負
担
が
増
し
て
い
る

と
し
「
今
後
も
倒
産
は
増
勢

を
た
ど
る
可
能
性
が
高
い
」

と
分
析
し
て
い
る
。

【
帯
広
】
十
勝
総
合
局
は

日
、

河
川
掘
削
土
を
利
用
し
た
農
地
か

さ
上
げ
現
地
見
学
会
を
豊
頃
町
内

で
開
い
た
。
ま
た
、
掘
削
土
と
表

土
を
反
転
す
る
と
い
う
珍
し
い
施

工
方
法
を
紹
介
。
農
業
の
生
産
性

向
上
や
流
域
治
水
対
策
に
役
立
つ

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

同
町
内
の
十
勝
川
下
流
域
で
は

近
年
、
ほ
場
の
冠
水
が
頻
発
。
地

元
は
排
水
機
能
を
高
め
る
整
備
を

国
に
要
望
し
、
帯
広
開
建
の
河
川

掘
削
土
を
利
用
す
る
か
さ
上
げ
を

試
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。

道
が
主
導
し
、
２
０
２
４
年
度

か
ら
安
骨
地
域
の
ほ
場
０
・
７
㌶

で
の
試
験
を
開
始
。
河
川
掘
削
土

を
盛
り
、
こ
と
し
４
月
末
ま
で
か

さ
上
げ
後
の
沈
下
観
測
を
続
け
た
。

今
回
、
沈
下
が
お
お
む
ね
落
ち

着
い
た
こ
と
か
ら
、
掘
削
土
と
そ

の
下
に
あ
る
表
土
を
反
転
さ
せ
る

試
験
施
工
に
入
っ
た
。
見
学
会
で

は
北
伸
建
設
工
業
（
本
社
・
砂
川
）

が
大
型
プ
ラ
ウ
を
取
り
付
け
た
ブ

ル
ド
ー
ザ
を
直
線
的
に
走
ら
せ
、

土
を
入
れ
替
え
た
。

反
転
均
平
工
法
の
登
録
商
標
を

持
つ
ス
ガ
ノ
創
新
（
本
社
・
茨
城

県
美
浦
村
）
に
よ
る
と
、
こ
の
工

法
は
主
に
水
田
で
活
用
さ
れ
て
い

て
、
畑
で
は
ま
れ
だ
と
い
う
。
機

材
が
掘
削
土
の
上
を
進
む
た
め
、

作
物
の
育
成
状
況
が
部
分
的
に
悪

く
な
る
「
作
む
ら
」
を
起
こ
し
に

く
く
、
施
工
手
順
が
単
純
な
こ
と

が
利
点
だ
。

見
学
会
に
参
加
し
た
帯
広
開
建

池
田
河
川
事
務
所
の
古
溝
幸
永
所

長
は
「
治
水
と
農
業
、
豊
頃
町
の

各
事
業
が
連
動
し
て
い
る
。
流
域

治
水
の
全
国
的
な
良
例
と
な
れ

ば
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

今
後
は

年
度
ま
で
に
地
域
要

望
が
あ
っ
た

㌶
分
で
反
転
工
法

を
採
用
す
る
見
通
し
。
工
事
発
注

は
十
勝
総
合
局
が
担
当
す
る
。

掘削土と農地表土を反転掘削土と農地表土を反転掘削土と農地表土を反転
治水・農業事業が連動

十
勝
総
合
局
が
豊
頃
で
見
学
会

掘削土と表土を入れ替えた

長
は
「
何
か
あ
れ
ば
い
つ
で

も
幹
部
に
相
談
し
て
ほ
し

い
」
と
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
要
請
。
親
和

会
の
新
妻
緊
市
会
長
は
「
労

働
災
害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、

個
人
が
守
る
べ
き
こ
と
を
徹

底
し
て
」
と
呼
び
掛
け
た
。

こ
の
後
、
２
０
２
５
年
度

の
安
全
推
進
ス
ロ
ー
ガ
ン
や

安
全
管
理
目
標
な
ど
を
確

認
。
釧
路
警
察
署
交
通
第
一

課
の
金
子
雅
希
係
長
が
、
管

内
の
交
通
事
故
状
況
と
安

全
運
転
に
つ
い
て
講
話
し

た
。

は
か
え
っ
て
眠
気
が
増
す
と

説
い
た
。

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
担

当
し
た
。

河
川
内
で
護
岸
工
を
伴
う

た
め
、
地
元
の
漁
業
協
同
組

合
と
協
議
し
、
サ
ケ
や
マ
ス

の
遡
上
時
期
に
配
慮
し
な
が

ら
施
工
す
る
。
年
度
内
の
完

了
を
目
指
す
。




